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問 1 周期 T0 = 1 [秒]を持つある波 x(t)を、区間 [0, 1]を積分区間としてフーリエ変換したと

ころ、以下の周波数スペクトル密度 XT0(f)のグラフを得た。ある波を求めなさい。なお、各周

波数 f [Hz]の値は下表の通りである (符号同順)。(2点)

ReXT0(f) ImXT0(f)

周波数 f [Hz] 0 ±0.5 ±1.0 ±1.5 ±2.0 ±2.5 ±3.0 ±3.5 ±4.0 · · ·
ReXT0(f) 0 8

3π 0 − 8
5π −1.5 − 8

21π 0 − 8
45π 0 · · ·

ImXT0(f) 0 ∓ 2
5π ∓1 ∓ 18

7π 0 ± 10
3π 0 ± 14

11π 0 · · ·

解答例 周期 T0 = 1 [秒]より、基準となる周波数は f0 =
1

T0
=
1

1
= 1 [Hz]である。したがって、

周波数が 0,±1,±2,±3,±4, · · · について調べれば十分である。ReXT0(f)のグラフおよび表より、

ある波は、f2 = ±2 [Hz]、すなわち角速度

ω2 = 2πf2 = ±4π [rad/秒]

の cos波形の波を含み、その振幅は、

ReXT0(2) + ReXT0(−2) = −1.5 + (−1.5) = −3

となる。同様に、ImXT0(f)のグラフおよび表より、ある波は、f1 = ±1 [Hz]、すなわち角速度

ω1 = 2πf1 = ±2π [rad/秒]

の sin波形の波を含み、その振幅は、

−ImXT0(1) + ImXT0(−1) = −(−1) + 1 = 2

となる。以上より、ある波 x(t)は、

x(t) = 2 sin 2πt− 3 cos 4πt

である。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 2 周期 T0 = 0.5 [秒]を持つある波 x(t)を、区間 [0, 0.5]を積分区間としてフーリエ変換した

ところ、以下の周波数スペクトル密度 XT0(f)のグラフを得た。ある波を求めなさい。なお、各

周波数 f [Hz]の値は下表の通りである (符号同順)。(2点)

ReXT0(f) ImXT0(f)

周波数 f [Hz] 0 ±1.0 ±2.0 ±3.0 ±4.0 ±5.0 ±6.0 · · ·
ReXT0(f) 0 16

15π −2 16
7π 0 − 16

9π 0 · · ·
ImXT0(f) 0 ∓ 8

3π 0 ± 24
5π ∓1 ± 40

21π 0 · · ·

解答例 周期 T0 = 0.5 [秒]より、基準となる周波数は f0 =
1

T0
=

1

0.5
= 2 [Hz]である。したがっ

て、周波数が 0,±2,±4,±6,±8 · · · について調べれば十分である。ReXT0(f)のグラフおよび表よ

り、ある波は、f1 = ±2 [Hz]、すなわち角速度

ω1 = 2πf1 = ±4π [rad/秒]

の cos波形の波を含み、その振幅は、

ReXT0(2) + ReXT0(−2) = −2 + (−2) = −4

となる。同様に、ImXT0(f)のグラフおよび表より、ある波は、f2 = ±4 [Hz]、すなわち角速度

ω2 = 2πf2 = ±8π [rad/秒]

の sin波形の波を含み、その振幅は、

−ImXT0(4) + ImXT0(−4) = −(−1) + 1 = 2

となる。以上より、ある波 x(t)は、

x(t) = −4 cos 4πt+ 2 sin 8πt

である。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 3 ある波 x(t)をフーリエ変換したところ、周波数 f1 = ±2および f2 = ±4 [Hz]の点で周波

数スペクトル密度 XT0(±2) = −2および XT0(±4) = ∓i (符号同順)を得た。角速度 ω [rad/秒],

振幅 C (> 0), 初期位相 φ [rad]をそれぞれ求め、波の基本波形 C cos(ωt+ φ)の形式にしたがっ

てある波 x(t)を表しなさい。(2点)

解答例 周波数 f1 = ±2 [Hz]のとき、角速度 ω1 = 2πf1 = ±4π [rad/秒]で、振幅 C1 および初

期位相 φ1 [rad]は、それぞれ、

C1 = |XT0(2)|+ |XT0(−2)| = |− 2|+ |− 2| = 2 + 2 = 4,

φ1 = argXT0(2) = arg(−2) = π

である。同様に、周波数 f2 = ±4 [Hz]のとき、角速度 ω2 = 2πf2 = ±8π [rad/秒]で、振幅 C2

および初期位相 φ2 [rad]は、それぞれ、

C2 = |XT0(4)|+ |XT0(−4)| = |− i|+ |i| = 1 + 1 = 2,

φ2 = argXT0(4) = arg(−i) = −
π

2

である。以上より、ある波は、

x(t) = 4 cos (4πt+ π) + 2 cos
³
8πt− π

2

´
である。

* 問 2 と同じ波を求める問いであり、その表現方法が異なるだけである。

4 cos (4πt+ π) + 2 cos
³
8πt− π

2

´
= 4 (cos 4πt cosπ − sin 4πt sinπ)

+2
³
cos 8πt cos

π

2
+ sin 8πt sin

π

2

´
= 4 (cos 4πt · (−1)− sin 4πt · 0)

+2 (cos 8πt · 0 + sin 8πt · 1)

= −4 cos 4πt+ 2 sin 8πt

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。


